
１ 取組名称 

  グローバル人材育成のための全学的教育プログラムの試み 

 

２ 取組組織等 

    人文科学研究科 西郡仁朗（国際センター兼務） ダニエル・ロング 神田明延 野元弘幸  

          綾部真雄 丹野清人 

  理工学系 海老原充（国際センター兼務）、吉村卓也 

都市環境学部 山口素夫（国際センター兼務） 

  システムデザイン学部 下村芳樹（国際センター兼務） 

    健康福祉学部 石川陽子 

  国際センター 小柳志津（留学･留学生相談員） 

 

３ 取組実施代表者名 

人文科学研究科・教授・西郡仁朗 
 
４ 取組期間 

  ２年間（平成 23 年度～平成 24年度） 
 
５ 取組の概要 

全学の学部生を対象に、国際社会への参加意欲を高め国際活動力を強化するプログラムを開発し、

グローバル人材を育成するための実践的プログラムを実施する。本取組では、多彩な講座や研修プロ

グラムを実施し、どのような学習や体験が大学教育に必要となるか見極めたい。 

 
 

６ 事後評価での総合評定 

目的はほぼ達成された 
 
７ 事後評価に関する教育改革推進事業提案審査会での主な意見 

・グローバル化している社会の現状や様々な問題への関心を喚起するような教育実践を行うことに 
より、国際社会への積極的参加や留学に関する動機づけを高める取組となっている。 

・全学的な取組にして成果をあげるには、今後、グローバル人材育成副専攻との調整・統合が必要 
ではないか。 

2.国際社会への参加意欲向上プログラム 
 

国際社会への動機付けや参加意欲向上のために、国際社

会で活躍する人々(開発援助、ビジネス、研究等の分野)
による講演会やセミナーを実施。全学生に公開とする。 

1.国際活動力強化プログラム 
 

国際社会で必要な知識とスキルを、オムニバス形式の講

義や演習で受講者が身につけることを目的とし、国際連

携で必要となるコミュニケーション力や異文化への対

応力の強化を図る。 

3.実践的プロジェクトワーク 
 

海外提携先とテレビ会議システムでの交流授業を行う。

海外、及び、留学生や東京在住の外国人との共同プロジ

ェクトワークを取入れ、プロジェクト実働下でのコミュ

ニケーション能力や異文化への対応力増強を目指す。 
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全学各コース数名の希望者により 1クラス設置 


